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校長室はなぜあるのか？

コロナ禍の３年間、実にさまざまな場面で校長としての決断を迫られたことを思い出します。

特に、６年生にとっての大きな行事である修学旅行の実施の有無については大変悩みました。

（この３年間、目的地の変更等はありましたが、全部実施できました）

中止にするのが正しいとか、実施するのが正しいとかいう話ではなく、そもそも誰が決める

ことかという認識を私自身が自覚していたかとふり返ります。

このことは、修学旅行に限らず、学校現場の多くの教育活動にいえることです。学校経営を

託されている責任が私にはあります。教育課程の編成は校長の仕事の最も大きなことであり、

学校規模や実施時期などがそれぞれ異なるので、校長が判断すべきであると私は考えます。

「校長室はなぜあるのか」

私の答えは「考え、悩み、判断し、決定する」ために必要だからです。校長室で独りで考え

ることは、大切な仕事です。さまざまな場面・場合を想定し、目的、効果、リスクなどを踏ま

えて判断し、決定する。まさに孤独であり、同時に醍醐味であると私は思います。

しかし、私自身は孤独だとはそれほど感じていません。なぜならば、学校には教頭がいます。

主幹教諭（教務主任）をはじめとした多くの教諭（同僚）がいます。町内には、同じ思いをし

ている校長がいます。町教育委員会にも相談はできます。

大事なことは、まずは、自分の考えをもつこと。その上で、さまざまな意見を聞いてみるこ

とです。そして、最後には責任をもって決定していきます。つらくもあり、楽しくもあります。

私は、常に自分自身に言い聞かせています。

「自分の考えをもたずして周りに流されるな。リスクなき決定はない。

あきらめずに踏ん張ろう、すべては子どもたちのために。」

令和４年度 苅田小だより
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